
■特集
 平成18年度決算

市の家計簿を公表します。

日向市のホームページで広報ひゅうがのバックナンバーをご覧になれます。
http://www.city.hyuga.miyazaki.jp/URL

■市政の動き
第16代日向市長が決まりました。
後期高齢者医療制度が始まる。など
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普
通
会
計
の
収
支
は
、
歳
入

が
２
５
１
億
1
８
２
０
万

円
、
歳
出
が
２
４
７
億
２
３
８
４

万
円
と
な
り
、
平
成
1�
年
度
と
比

較
し
て
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
て
い
ま

す
。

　

歳
入
歳
出
差
引
額
は
、
3
億
９

４
３
６
万
円
で
、
翌
年
度
に
繰
り

越
し
た
事
業
へ
充
て
る
財
源
を
差

し
引
く
と
、
実
質
収
支
は
3
億
４

３
８
万
円
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま

し
た
。

解説します。
～ 18 年度の決算～

　

平
成
18
年
度
の
普
通
会
計
決
算

を
解
説
す
る
と
、
歳
入
総
額
２
５

１
億
１
８
２
０
万
円
、
歳
出
総
額

２
４
７
億
２
３
８
４
万
円
で
、
歳

入
歳
出
差
引
額
は
3
億
９
４
３
６

万
円
で
す
。
前
年
度
に
比
べ
る
と
、

歳
入
９.

７
％
、
歳
出
９.

８
％
の

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
の
内
訳
を
見
る
と
25

.

４
％

を
市
税
が
、
2�

.

７
％
を
地
方
交

付
税
が
占
め
て
い
ま
す
。
市
税
は

前
年
度
に
比
べ
１.

３
％
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
方

債
に
つ
い
て
は
前
年
度
に
比
べ

1�

.

０
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

構
成
比
を
見
る
と
、
市
税
や
使
用

料
及
び
手
数
料
、
諸
収
入
な
ど
の

自
主
財
源
が
3�

.

２
％
、
地
方
交

付
税
や
国
県
支
出
金
、
地
方
債
な

ど
の
依
存
財
源
が
�3

.

８
％
で
、

前
年
度
に
比
べ
自
主
財
源
の
割
合

が
１.

０
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て
い

ま
す
。

　

歳
出
の
内
訳
を
目
的
別
で
見
る

と
、
民
生
費
、
土
木
費
、
公
債
費

の
順
で
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
民

生
費
に
は
社
会
福
祉
・
老
人
福
祉
・

児
童
福
祉
な
ど
の
扶
助
費
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
土
木
費
は
、
各
土

地
区
画
整
理
事
業
、
道
路
改
良
工

事
な
ど
が
主
な
も
の
で
す
。
公
債

費
は
、
こ
れ
ま
で
に
借
入
を
行
っ

た
地
方
債
の
償
還
に
要
す
る
経
費

で
す
。

　

ま
た
、
性
質
別
で
見
る
と
、
人

件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
の
義
務

的
経
費
が
１
３
３
億
７
２
５
万
円

で
歳
出
全
体
の
54

.

２
％
を
占
め
、

前
年
度
に
比
べ
５.

７
％
増
加
し

て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
行
政
経

費（
物
件
費
、
補
助
費
等
、
繰
出

金
な
ど
）が
�8
億
９
９
６
３
万
円
、

投
資
的
経
費（
普
通
建
設
事
業
費
、

災
害
復
旧
事
業
費
）
が
44
億
５
１

７
５
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

主
な
財
政
指
標
を
見
る
と
、
経

常
収
支
比
率
が
92

.

０
％
（
前
年

度
90

.

１
％
）、
公
債
費
比
率
が

1�

.

４
％
（
前
年
度
1�

.

３
％
）

と
な
っ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
警
戒

ラ
イ
ン
と
い
わ
れ
る
�5
％
、
10
％

を
上
回
っ
て
お
り
財
政
の
硬
直

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
平
成
1�
年

度
か
ら
新
た
に
加
わ
っ
た
実
質
公

債
比
率
は
、
14

.

７
％
（
前
年
度

13

.

９
％
）で
０.

８
ポ
イ
ン
ト
悪

化
し
て
い
ま
す
。

決
算
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は

総
務
部	

財
政
課	

財
政
係

（
☎
内
線
２
３
３
３
）ま
で

経常収支比率が
1.9 ポイント悪化

[特集]平成18年度決算　市の家計簿を公表します
[

特
集]

平
成
18
年
度
決
算

今
月
号
で
は
、
平
成
18
年
度
の
決
算
を
紹
介
し
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
は
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

[

特
集]

平
成

年
度
決
算

市
の
家
計
簿
を
公
表
し
ま
す
。



45

資
産
や
負
債
が
一
目
で
わ
か
る
バ
ラ
ン
ス
シ
�
ト

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
市

の
財
政
状
況
を
よ
り
わ
か
り
や
す

く
示
す
た
め
、
企
業
の
財
務
状
況

を
表
す
と
き
に
使
わ
れ
る
バ
ラ
ン

ス
シ
ー
ト（
貸
借
対
照
表
）を
平
成

12
年
度
か
ら
作
成
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

を
使
っ
て
市
の
資
産
や
負
債
の
状

況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
シ
�
ト
と
は
？

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
、
本

来
、
企
業
の
財
務
状
況
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
る
も
の

で
す
。

地
方
自
治
体
で
作
成
す
る
バ
ラ

ン
ス
シ
ー
ト
は
、
企
業
的
な
経
営

感
覚
を
持
っ
た
財
政
運
営
を
行
う

た
め
の
指
針
と
な
る
も
の
で
す
。

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
作
成
す
る

こ
と
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
資
産

を
、
市
が
ど
れ
だ
け
持
っ
て
い
る

の
か
、
ま
た
そ
の
資
産
に
関
し
、

こ
れ
ま
で
に
支
払
い
の
済
ん
で
い

る
金
額（
正
味
資
産
）と
今
後
支
払

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
金
額（
負

債
）
が
ど
れ
だ
け
あ
る
の
か
、
と

い
っ
た
こ
と
が
一
目
で
わ
か
り
ま

す
。

バ
ラ
ン
ス
シ
�
ト
の
概
要

①
対
象
会
計
範
囲

普
通
会
計
が
対
象
と
な
り
ま

す
。

②
対
象
年
度

平
成
18
年
度
で
、
平
成
19
年
３

月
31
日
を
作
成
基
準
日
と
し
て

い
ま
す
。

③
基
礎
数
値

昭
和
44
年
度
以
降
の
決
算
統
計

デ
ー
タ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
シ
�
ト
の
活
用
方
法

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
作
成
で
、

資
産
と
負
債
と
の
関
係
が
よ
り
明

確
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
年
度
ご
と
の
推
移
の
分

析
が
で
き
ま
す
。
資
産
形
成
の
た

め
に
調
達
し
た
資
金
が
効
果
的
に

活
用
さ
れ
た
か
ど
う
か
見
る
こ
と

が
で
き
、
今
ま
で
と
は
違
っ
た
角

度
か
ら
財
政
状
況
を
分
析
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。さ

ら
に
、
総
務
省
方
式
で
バ
ラ

ン
ス
シ
ー
ト
を
作
成
し
て
い
る
類

似
市
町
村
と
の
比
較
も
容
易
に
で

き
ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
は

総
務
部	

財
政
課	

財
政
係

（
☎
内
線
２
３
３
３
）ま
で

平
成
18
年
度
の

行
政
コ
ス
ト
計
算
書

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
は
、
市
の

行
政
運
営
コ
ス
ト
の
う
ち
、
資
産

形
成
に
つ
な
が
ら
な
い（
バ
ラ
ン

ス
シ
ー
ト
に
計
上
さ
れ
な
い
）行

政
サ
ー
ビ
ス
に
要
し
た
経
費
を
表

し
た
も
の
で
す
。

平
成
18
年
度
の
決
算
で
み
る
日

向
市
の
行
政
コ
ス
ト
は
２
３
７
億

５
６
７
３
万
２
千
円
と
な
り
ま
し

た
。収

入
は
２
０
４
億
５
８
０
１
万

８
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

性
質
別
に
見
る
と
、
移
転
支
出

的
な
コ
ス
ト
が
93
億
３
２
３
６
万

４
千
円
で
全
体
の
39

.

３
％
を
占

め
、
１
年
間
に
市
民
一
人
当
た
り

の
コ
ス
ト
は
14
万
４
千
円
に
な
り

ま
す
。

次
に
物
に
か
か
る
コ
ス
ト
が
�1

億
８
６
６
３
万
６
千
円
で
、
全
体

の
30

.

２
％
で
市
民
一
人
当
た
り

11
万
１
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

目
的
別
に
見
る
と
、
法
人
立
保

育
所
の
運
営
費
や
生
活
保
護
費
な

ど
の
民
生
費
が
全
体
の
31

.
４
％
、

土
木
費
が
18

.

７
％
を
占
め
て
い

ま
す
。

市
民
一
人
当
た
り
で
見
る
と
、

民
生
費
に
11
万
５
千
円
、
土
木
費

に
６
万
９
千
円
、
公
債
費（
利
息

の
支
払
い
）
に
１
万
１
千
円
か
け

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

貸　  　方 借　  　方

貸　  　方 借　  　方

負　債
借入金（市債）
25,832,554千円
退職給与引当金
3,501,807千円
       負債計 29,334,361千円

国、県の補助金、資産形成に
使った一般財源
                 61,124,897千円

投資的資産
基金(固定的なもの)、出資金等
                   4,839,373千円

有形固定資産
                          1,368千円
（うち土地　278千円）

投資的資産
                               81千円

流動的資産
                               61千円

負　　債
                             490千円

正味資産
                          1,020千円

流動的資産
現金預金、基金(現金化が容易
なもの)未収金(税など)
                   3,681,657千円

計 　90,459,258千円 計 　90,459,258千円

計 　1,510千円 計 　1,510千円

平成13年度　市民１人あたりの
バランスシート（家庭に置き換えると）

関係団体への出資金や
貸付金、福祉や文化振
興などのために積み立
てた基金です。

現金で持っているもの
の他、必要時にすぐに
現金化することができ
る基金や市税など市に
納めてもらうお金のう
ちで、まだ収入されて
いないものです。

所有しているマイホー
ムや土地など

友人への貸付金や目的
の決まっている定期預
金など

現金や普通預金など

学校、道路など建設的
な事業に使われたお金
の総額です。
道路や建物は減価償却
（価格を見直す）をし
ています。
土地代は買ったときの
価格で計上しています。

市の職員が年度末に全
員退職した場合の退職
金です。
　実際、今払うもので
はありませんが、将来
発生するものとして負
債に計上しています。

マイホームローンなど
のために借金している
お金の残高など

貸　  　方 借　  　方

貸　  　方 借　  　方

有形固定資産
学校、道路、橋、市庁舎等
                 81,938,228千円
（うち土地16,628,565千円）

負　債
借入金（市債）
25,832,554千円
退職給与引当金
3,501,807千円
       負債計 29,334,361千円

国、県の補助金、資産形成に
使った一般財源
                 61,124,897千円

有形固定資産
                          1,368千円
（うち土地　278千円）

投資的資産
                               81千円

流動的資産
                               61千円

負　　債
                             490千円

正味資産
                          1,020千円

流動的資産
現金預金、基金(現金化が容易
なもの)未収金(税など)
                   3,681,657千円

計 　90,459,258千円 計 　90,459,258千円

計 　1,510千円 計 　1,510千円

平成13年度　市民１人あたりの
バランスシート（家庭に置き換えると）

関係団体への出資金や
貸付金、福祉や文化振
興などのために積み立
てた基金です。

現金で持っているもの
の他、必要時にすぐに
現金化することができ
る基金や市税など市に
納めてもらうお金のう
ちで、まだ収入されて
いないものです。

所有しているマイホー
ムや土地など

友人への貸付金や目的
の決まっている定期預
金など

現金や普通預金など

学校、道路など建設的
な事業に使われたお金
の総額です。
道路や建物は減価償却
（価格を見直す）をし
ています。
土地代は買ったときの
価格で計上しています。

マイホームローンなど
のために借金している
お金の残高など

貸　  　方借　  　方

貸　  　方借　  　方

有形固定資産
学校、道路、橋、市庁舎等
100,770,623千円(△1.3％)

5,759,111千円(△2,8％)

2,264,093千円(0.5％)
67,484,193千円(△3.3％)

2,993,442千円(9.8％)

（うち土地20,645,439千円）

平成18年度　市民１人あたりの
バランスシート（家庭に置き換えると）

関係団体への出資金や
貸付金、福祉や文化振
興などのために積み立
てた基金です。

現金で持っているもの
の他、必要時にすぐに
現金化することができ
る基金や市税など市に
納めてもらうお金のう
ちで、まだ収入されて
いないものです。

所有しているマイホー
ムや土地など

友人への貸付金や目的
の決まっている定期預
金など

現金や普通預金など

学校、道路など建設的
な事業に使われたお金
の総額です。
道路や建物は減価償却
（価格を見直す）をし
ています。
土地代は買ったときの
価格で計上しています。

借入金
いままで学校、道路な
どを建設するための財
源として市が銀行や国
等に借金しているお金
の残高です。

市の職員が年度末に全
員退職した場合の退職
金です。
実際、今払うものでは
ありませんが、将来発
生するものとして負債
に計上しています。

地方債の年度末残高の
うち翌年度に予定され
ている元金償還額

いままで学校、道路な
どを建設するために使
ったお金のうち、国や
県から補助金としても
らったものや、税金な
どの市のお金の総額で
す。

マイホームローンなど
のために借金している
お金の残高など

資産形成のため親から
の援助資金や自己資産

投資的資産
基金(固定的なもの)、出資金等

流動的資産
現金預金、基金(現金化が容易
なもの)未収金(税など)
                     

■固定負債
借入金（市債）
32,506,872千円(△2.2％)

退職給与引当金
  5,809,320千円(26.9％)

        計

負債計41,309,634千円(1.9％)

38,316,192千円(1.4％)

※債務負担行為に関する情報 ①物件の購入等に係るもの　　　　　 38,463千円
②債務保証または損失補償に係るもの　105,572千円
③利子補給等に係るもの　　　　　　 24,074千円

 　計 108,793,827千円（△1.4％） 計 108,793,827千円（△1.4％）

計 　1,681千円 計 　1,681千円

 　

有形固定資産
                          1,557千円
（うち土地　319千円）

投資的資産
                               89千円

流動的資産
                               35千円

固定負債
                             592千円

流動負債
                               46千円

正味資産
                          1,043千円

住民基本台帳人口　64,705人（H.19.3.31現在）

正味資産
国、県の補助金、資産形成に
使った一般財源

■流動負債
翌年度償還予定額

翌年度返済するお金

■平成18年度の日向市のバランスシート（普通会計）

︻
借
方
︼

有
形
固
定
資
産
は
１.

３
％
の
減

　

有
形
固
定
資
産
は
、
普
通
建
設

事
業
費
が
前
年
度
よ
り
19

.

３
％

減
少
し
た
こ
と
に
伴
い
１.

３
％

の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

投
資
的
資
産
は
貸
付
金
が

29

.

７
％
、
基
金
が
０.

２
％
減
少

し
た
こ
と
に
よ
り
２.

８
％
の
減

と
な
り
ま
し
た
。

　

流
動
的
資
産
は
、
減
債
基
金
を

取
り
崩
し
た
た
め
３.

８
％
減
少

し
ま
し
た
が
、
未
収
金
が
６.

２
％

増
加
し
た
た
め
、
０.

５
％
の
増

と
な
り
ま
し
た
。

︻
貸
方
︼負
債
は
１.

９
％
の
増

　

固
定
負
債
は
、
市
債
が
２.

２
％

減
少
し
ま
し
た
が
、
退
職
給
与
引

当
金
が
支
給
率
の
改
正
に
よ
り

2�

.

９
％
増
加
し
た
た
め
１.

４
％

増
加
し
ま
し
た
。

　

流
動
負
債
は
、
地
方
債
の
翌

年
度
償
還
予
定
の
増
に
よ
り

９.

８
％
増
加
し
ま
し
た
。
こ
の

た
め
負
債
は
、
１.

９
％
の
増
と

な
り
ま
し
た
。

　

正
味
資
産
は
、
普
通
建
設
事
業

費
の
減
少
に
伴
い
国
庫
支
出
金
が

０.

６
％
、
県
支
出
金
が
３.

８
％

減
少
し
た
た
め
３.

３
％
の
減
と

な
り
ま
し
た
。

[ 特集 ]平成18年度決算　市の家計簿を公表します

住民基本台帳人口　64,705人（H.19.3.31現在）

区　　　分 説　　　　　   　　明 コスト額 1人あたりのコスト額

人にかかるコスト 6,265,062 97行政サービスの担い手である職員に要するもの。
人件費等を計上しています。

物にかかるコスト 7,186,636 111地方公共団体が最終消費者になっているもの。
物件費、減価償却費等を計上しています。

移転支出的なコスト 9,332,364 144他の主体に移転して効果が出てくるようなもの。
扶助費、補助費等を計上しています。

その他のコスト 972,670 15上記に属さないもの。災害復旧事業費､公債費
（利子分のみ）、不納欠損額等を計上しています。

行　政　コ　ス　ト　額 23,756,732 367

26.4

30.2

39.3

　4.1

100.0

(単位：千円)

構成比

行　政　コ　ス　ト

議 　 会 　 費

(単位：千円)

使用料・手数料等

国庫（県）支出金

市税等一般財源

総 　 務 　 費

民 　 生 　 費

衛 　 生 　 費

労 　 働 　 費

農 林 水 産 業 費

商 　 工 　 費

土 　 木 　 費

消 　 防 　 費 収入合計②

教 　 育 　 費 正味資産国庫（県)
災 害 復 旧 費 支出金償却額③

公 　 債 　 費 期首一般財源等

不 納 欠 損 額 差引②－①＋③

コ ス ト 合 計 ① 期末一般財源等

 

行政コスト
構　成　比

1人あたり
のコスト額 収　入　項　目

375,697 1,536,6091.6 6

2,464,661 3,908,93710.4 38

7,468,280 15,012,47231.4 115

1,865,493 7.9 29

10,282 0.0 0

1,773,649 7.5 27

710,664 3.0 11

4,450,643 18.7 69

1,128,232 20,458,0184.7 17

2,536,460
1,516,332

10.7 39

234,881 1.0 4

699,912 41,511,4662.9 11

37,878 △1,782,3820.2 1

23,756,732 39,729,084100.0 367

平成18年度の行政コスト計算書
【性　質　別】

【目　的　別】
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市政の動き

新
日
向
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
が

内
閣
総
理
大
臣
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

平
成
18
年
6
月
、
ま
ち
づ
く
り
三
法
の

改
正
に
よ
り
、
国
は
中
心
市
街
地
活
性
化

基
本
計
画
の
内
閣
総
理
大
臣
に
よ
る
認
定

制
度
を
創
設
。
市
は
継
続
し
て
国
の
支
援

を
受
け
る
た
め
、
新
た
な
中
心
市
街
地
活

性
化
の
指
針
を
早
急
に
整
え
る
必
要
が
生

じ
、
今
年
度
中
の
認
定
を
目
指
し
て
策
定

作
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
本
市
を
含
む
全
国
８
市
の

基
本
計
画
が
内
閣
総
理
大
臣
の
認
定
を
受

け
ま
し
た
。
本
市
の
基
本
計
画
は
、
全
国

で
は
31
番
目（
人
口
が
10
万
人
以
下
の
都

市
で
は
全
国
で
8
番
目
）の
認
定
で
、
九

州
で
は
7
番
目
、
県
内
で
は
宮
崎
市
に
次

い
で
2
番
目
の
認
定
で
す
。

新
日
向
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

基
本
方
針　

〜
人
が
集
い
、
人
が
ふ
れ
あ

い
、
人
が
暮
ら
す　

市（
い
ち
）的
に
ぎ
わ

い
に
満
ち
た
都
市
空
間
の
形
成
〜

作
成
主
体  

日
向
市 

計
画
期
間　

平
成
20
年
3
月
か
ら
平
成
25

年
3
月（
５
年
1
か
月
）。

認
定
日　

平
成
20
年
3
月
12
日

計
画
区
域　

JR
日
豊
本
線
日
向
市
駅
を
中

心
と
し
た
約
50

.

６
㌶
。

実
施
事
業　
「
日
向
市
駅
周
辺
土
地
区
画

整
理
事
業
」や「
上
町
地
区
集
積
区
域
整
備

事
業
」を
は
じ
め
と
し
た
、
さ
ま
ざ
ま
な

実
施
主
体
に
よ
る
合
計
39
の
ハ
ー
ド
・
ソ

フ
ト
事
業
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
日
向
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ

↓

市
の
情
報
公
開
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
、
こ

の
計
画
書
の
す
べ
て
を
閲
覧
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

市
街
地
整
備
課　

中
心
市
街
地
活
性
化
推

進
室（
☎
内
線
２
５
１
１
）

平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
を
施
行
。

「
日
向
市
男
女
共
同
参
画
推
進
審
議
会
」委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

す
べ
て
の
人
が
個
人
と
し
て
尊
重
さ

れ
、
自
ら
の
意
思
に
よ
っ
て
個
性
豊
か
で

多
様
な
生
き
方
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き

る
男
女
共
同
参
画
社
会-

。

　

日
向
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
が
、

４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
は
、
市
、
市
民
、
事
業
者
、

教
育
に
携
わ
る
人
な
ど
が
協
力
・
連
携
し

て
、
一
人
ひ
と
り
が
大
切
に
さ
れ
る
ま
ち

日
向
市
を
築
い
て
い
く
た
め
に
制
定
し
ま

し
た
。

　

次
の
基
本
理
念
で
、
日
向
市
の
男
女
共

同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

条
例
の
基
本
理
念

①
す
べ
て
の
人
の
人
権
の
尊
重

②
社
会
に
お
け
る
制
度
、
ま
た
は
慣
行
に

つ
い
て
の
配
慮

③
政
策
な
ど
の
立
案
、
お
よ
び
決
定
へ
の

共
同
参
画

④
多
様
な
活
動
に
参
画
す
る
機
会
の
確
保

⑤
性
の
尊
重
に
基
づ
く
健
康
へ
の
配
慮

⑥
教
育
に
お
け
る
配
慮

⑦
国
際
理
解
、
お
よ
び
国
際
協
力

審
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

日
向
市
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
に
向
け
、
広
い
分
野
か
ら
意
見
・

提
言
を
聞
く
た
め
に
、
次
の
と
お
り
審
議

会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

活
動
内
容　

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
の
策

定
や
変
更
、
市
の
施
策
に
対
す
る
意
見
な

ど
に
関
す
る
調
査
・
審
議
。

審
議
会
議　

年
４
回
程
度

募
集
人
員　

３
人　

※
応
募
多
数
の
場
合

は
選
考
基
準
に
よ
り
審
査
し
決
定
。

任
期　

２
年
間

応
募
資
格　

市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・

通
学
す
る
人
で
、
男
女
共
同
参
画
社
会
づ

く
り
に
関
心
が
あ
る
人
。

応
募
締
切　

４
月
15
日
㈫

応
募
方
法　

市
民
協
働
課
に
備
え
る
申
込

書（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
可
）で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　

会
議
出
席
の
場
合
は
、
報
酬
お

よ
び
実
費
相
当
額
の
旅
費
を
支
給
。

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ

市
民
協
働
課　

男
女
共
同
参
画
推
進
係

（
☎
内
線
２
８
５
４
）

平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

75
歳
以
上
の
人
全
員（
65
歳
以
上
75
歳
未

満
の
一
定
以
上
の
障
が
い
の
あ
る
人
で
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
を
選
択
し
た
人
を
含

む
）が
対
象
で
す
。

新
保
険
証
を
ひ
と
り
一
枚
交
付
し
ま
す
。

①
保
険
証
は
３
月
31
日
ま
で
に
、
自
宅
へ

届
く
よ
う
郵
送
し
て
い
ま
す
。
保
険
証

を
受
け
取
っ
た
ら
記
載
し
て
あ
る
内
容

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

②
４
月
１
日
以
降
に
医
療
機
関
に
か
か
る

と
き
は
、
新
し
い
保
険
証
を
必
ず
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。

③
医
療
機
関
窓
口
で
の
自
己
負
担
割
合

は
、
１
割（
現
役
並
み
所
得
の
人
は
３

割
）で
変
わ
り
ま
せ
ん
。
今
回
郵
送
し

た
保
険
証
の
有
効
期
限
は
平
成
21
年
７

月
31
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
19
年

中
の
所
得
の
増
減
で
、
自
己
負
担
割
合

が
変
わ
る
人
は
、
平
成
20
年
７
月
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

④
こ
れ
ま
で
の
老
人
保
健
制
度
で
交
付
さ

れ
て
い
た
医
療
受
給
者
証
は
、
使
用
で

き
ま
せ
ん
。

保
険
料
は
全
員
が
納
め
ま
す
。

①
納
め
る
方
法
は
、
原
則
と
し
て
年
金
か

ら
の
天
引
き（
特
別
徴
収
）で
す
。

※
た
だ
し
、
年
金
額
が
年
額
18
万
円
未

満
の
人
、
１
回
に
納
め
る
介
護
保
険
料

と
合
わ
せ
た
額
が
、
１
回
に
支
給
さ
れ

る
年
金
額
の
２
分
の
１
を
超
え
る
人
は

納
付
書
や
口
座
振
替
に
よ
る
納
入
方
法

（
普
通
徴
収
）と
な
り
ま
す
。

②
年
金
か
ら
の
天
引
き
対
象
の
人
へ
は
、

４
月
初
旬
に「
仮
徴
収
額
決
定
通
知
書

兼
納
入
通
知
書
」が
届
き
ま
す
。
自
分

の
年
金
か
ら
い
く
ら
天
引
き
さ
れ
る
の

か
、
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

③
保
険
料
は
、
加
入
者
全
員
が
負
担
す
る

均
等
割（
年
額
４
２
、８
０
０
円
）と
所

得
に
応
じ
て
負
担
す
る
所
得
割（
所
得

割
率
７.

95
％
）か
ら
計
算
し
ま
す
。

※
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
都
道
府
県

単
位
の
広
域
連
合
が
運
営
主
体
で
す
。

市
町
村
は
保
険
料
の
徴
収
や
申
請
受
付

な
ど
の
窓
口
業
務
を
行
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

宮
崎
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合（
☎

０
９
８
５—

62—

０
９
２
１
）、
ま
た
は
、

健
康
づ
く
り
課　

国
民
健
康
保
険
係（
☎

内
線
２
１
５
５
）・
保
険
税
係（
☎
内
線

２
８
３
４
）

▲平成20年3月に完成した、JR日向市駅西口駅前広場

３
月
23
日
、
日
向
市
長
選
挙
を
執
行
。

第
16
代
日
向
市
長
に
、
黒
木
健
二
さ
ん
が
再
選
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
満
了
に
と
も
な
う
日
向
市
長
選
挙

が
３
月
23
日
執
行
さ
れ
、
第
16
代
日
向
市

長
に
黒く

ろ
き木

健
二
さ
ん（
65
歳
）が
選
ば
れ
ま

し
た
。
市
長
選
挙
に
立
候
補
し
た
の
は
、

届
出
順
に
新
人
の
上
原
勇

い
さ
む

さ
ん
、
現
職
の

黒
木
健
二
さ
ん
の
２
人
。
旧
東
郷
町
と
の

合
併
後
初
め
て
の
日
向
市
長
選
挙
は
、
市

内
52
か
所
の
投
票
所
で
投
票
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
即
日
開
票
し
た
結
果
、
黒
木
さ
ん

が
、
１
万
６
千
４
１
３
票
を
獲
得
し
当
選

し
ま
し
た
。
今
回
の
投
票
率
は
55

.

08
％

で
、
前
回
の
平
成
16
年
市
長
選
挙
投
票
率

64.

59
％
と
比
べ
る
と
、
９.

51
ポ
イ
ン
ト

下
回
る
結
果
で
し
た
。

当
選
証
書
付
与
式
は
３
月
25
日
、
市
役

所
で
行
わ
れ
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
の
黒

木
輝て

る
あ
き章
委
員
長
が「
こ
れ
ま
で
の
実
績
や

豊
富
な
経
験
を
生
か
し
て
、
選
挙
期
間
中

に
か
か
げ
た
公
約
を
実
現
し
、
市
民
の
期

待
に
応
え
て
ほ
し
い
」と
あ
い
さ
つ
。
当

選
証
書
を
黒
木
さ
ん
に
手
渡
し
ま
し
た
。

新
市
長
の
任
期
は
、
平
成
20
年
３
月
31

日
か
ら
平
成
24
年
３
月
30
日
ま
で
の
４
年

間
で
す
。

平
成
20
年
３
月
23
日
執
行

日
向
市
長
選
挙
結
果

開
票
結
果（
得
票
順
・
敬
称
略
）

黒
木
健
二（
無
所
属
） 

１
６
、４
１
３
票

上
原
勇　
（
無
所
属
） 

１
１
、５
９
９
票

投
票
率　

55

.

08
％
（
前
回
64.

59
％
）

当
日
有
権
者
数	

 

男　

２
３
、８
４
１
人

		


 

女　

２
７
、３
７
９
人

		


 

計　

５
１
、２
２
０
人

●
問
い
合
わ
せ

選
挙
管
理
委
員
会（
☎
内
線
２
２
３
２
）

▲当選証書を受け取る、黒木健二さん（左）
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ら
で
も

●問い合わせ　市民課年金係（☎内線2132）

市民課窓口から
大切なお知らせ
市民課窓口から
大切なお知らせ

市役所は☎ 52-2111・東郷町地域自治センターは☎ 69-2111

●問い合わせ　市民課市民窓口係（☎内線2133）

Q. 現在、国民年金に加入しています。
国民年金保険料が上がると聞きまし
たが、いくらになるのでしょうか？

近年、住民票や戸籍謄本の不正取得が各地
で発生し、また国民の個人情報保護に対す
る意識の高まりなどから、住民基本台帳法、
および戸籍法が改正され、平成20年5月1
日から施行されます。
これにより、5月から市民課窓口で住民票
や戸籍謄本などを請求する際は、顔写真付
きの身分証明書（運転免許証、住民基本台
帳カード、パスポートなど）や、その他の
本人確認ができる書類の提示が必要になり
ます。
詳しいことは、広報ひゅうが５月号でお知
らせします。
市民の皆さんのご協力をお願いします。

５月から住民票や戸籍の請求の際、
本人確認書類の提示が必要です。

A.

「情報伝言板」は、皆さんの自主的な活動を応援するコーナーです。　
サークル活動などの会員募集やイベントなどの情報をお寄せください。
営利や政治・宗教活動を目的としたものはお断りします。
原稿は、毎月１日までに総務課秘書広報係（☎内線２２３５）へ。
※ただし、紙面のスペースの関係上、掲載できない場合があります。

国民年金保険料は収入や年齢に関係なく全
国一律です。年金法改正により平成20年４
月から310円上がって月額14、410円にな
ります。前納や口座振替にすると割引され
る制度もあります。将来、少しでも多くの
年金を希望される人は、付加保険料400円
を上乗せして納めると、65歳から付加年金
（200円×付加保険料納付月数）として老齢
基礎年金に加算されます。
国民年金基金に加入している人は、付加保
険料を納めることはできません。
また、保険料をどうしても納めることがで
きない場合には、免除や納付猶予などの制
度があります。所得制限など一定の条件が
ありますので、詳しくは下記まで問い合わ
せください。

お楽しみオンステージ �匹の子ヤギ
イベント 和太鼓演奏 リサイクルコーナー ポンヌ
キゲーム ジュース くじ ミニミニシアター シャ
ボン玉 保育園給食試食コーナー おもちゃアイディ
アコーナー 赤ちゃんハイハイ競争 つくって遊ぼう

（とべとべジェット機・コロコロ走れ！）
休憩コーナー 授乳室も用意しています。赤ちゃんも
ご一緒にお気軽にお越しください。
問い合わせ 岩脇保育園 ☎5� － 1955

 Web サイト「きてん日向」は、日向ひかり研究会（事
務局：日向商工会議所）が構築した Web サイトです。
 毎日の生活に欠かせない地域の最新情報など、イン
ターネットを通じてリアルタイムに配信します。知り
たい身近な情報をピンポイントで検索できる地域情報
ポータルサイトです。ぜひアクセスしてください。
 なお随時、研究会会員も募集しています。
 詳細は、研究会事務局まで問い合わせください。
問い合わせ 日向ひかり研究会 ☎52 － 5131
      （事務局：日向商工会議所内）

保育士パワー全開でお届けします！第12回

子どもおまつり広場子どもおまつり広場

と　き

ところ
主　催

４月20日日
午前9時から12時
中央公民館、交流広場
日向市保育協議会 日向市

入場無料

プーさんの鼻

俵万智／著
文藝春秋

“生きるとは手
をのばすこ

と幼子の指がプー
さんの鼻をつかめ
り”新しい生命を授
かり、育てるよろ
こびに満ちた日々。
俵万智、待望の344
首。

いにしえからのラブレター 
       せつなくて
ｒｙｏ／著
ソニー・マガジンズ

いにしえの昔よ
り、日本は「恋

の国」だった。昔も
今も、恋する気持ち
はおなじ。古今和歌
集、新古今和歌集か
ら、恋人たちの歌を
選りすぐり、今の言
葉で綴る。2003年
刊の姉妹編。

みずはつめたい

辻征夫／著 水内喜久雄／選・著
理論社

優しさに心地よ
い ユ ー モ ア

をのせた辻征夫の
世界から、30編の
作品を厳選した選
詩集。表題作の「み
ずはつめたい」ほか
「桃の節句に次女に
訓示」「かぜのひき
かた」などを収録。

いっぱいごめん
いっぱいありがと
岡上多寿子／絵・文
木耳社

先の見えない不
安や社会と断

絶したような孤独
感、叱責後の無気力
と自責の念、空しさ
と情けなさ･･･。認
知症の母を約10年
間にわたって介護
した著者が、去来す
る心情を絵と文章
で表現した詩画集。

■新しく入った本
◎新・御宿かわせみ
（平岩弓枝／文藝春秋）

◎梅くらべ
（西浦良樹／文芸社）

◎犬と私の 10 の約束
（さとうまきこ／ポプラ社）   ほか

乳幼児 /午前 10時 30分～11時
３日　10日　17日　24日

幼　児 /午後３時 30分～４時
２日　９日　16日　23日　30日

小学生 /午前 11時～11時 30分
５日　12日　19日　26日

●
図
書
館
へ
お
い
で
よ　
　
　
　

●

■４月のおはなし会■

学
校
保
健

■ ４ 月 の 休 館 日 ■
１日　７日　１４日　

２１日　２８日

■ 4月・５月の上映会
～上映プログラム～

●４月１３日㈰
１０:３０～　　　　　　　　
小太郎と母龍　オオカミと娘
けんかしたウシ さるの王さま

●５月１１日㈰
１０:３０～　　　　　　　　
タヌキと彦市　ねずみの嫁
けものの城
王さまの耳はロバの耳

しさに心地よ
い ユ ー モ ア

をのせた辻征夫の
世界から、30編の
作品を厳選した選
詩集。表題作の「み
ずはつめたい」ほか
「桃の節句に次女に
訓示」「かぜのひき

☎
54ｰ

１
９
１
９

新
し
い
ク
ラ
ス
、
新
し
い
級
友
な
ど
、
特

に
、
今
春
、
小
・
中
学
校
へ
入
学
す
る
児
童
・

生
徒
に
と
っ
て
は
期
待
と
不
安
が
入
り
混
じ

っ
た
時
期
で
は
な
い
で
し
�
う
か
。

現
代
の
子
ど
も
た
ち
の
多
く
の
健
康
問
題

は「
心
」と「
体
」の
両
面
か
ら
支
援
が
必
要
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
学
校
と
家

庭
な
ど
と
の
連
携
が
大
切
で
す
。

学
校
で
起
こ
�
た
出
来
事
や
行
事
予
定
な
ど

を
十
分
把
握
し
ま
し
�
う

小
・
中
学
校
は
そ
れ
ぞ
れ「
保
健
だ
よ
り
」

「
学
級
通
信
」「
食
育
だ
よ
り
」な
ど
の
名
称

で
、
保
護
者
に
向
け
て
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を

掲
載
し
た
通
信
紙
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
学
校
か
ら
持
ち
帰
る
通
信

紙
な
ど
で
、
学
校
で
の
出
来
事
、
学
校
行
事

な
ど
を
十
分
把
握
す
る
よ
う
に
努
め
て
く
だ

さ
い
。
子
ど
も
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
準
備
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
に
対
し
て
保
護

者
の
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
疑
問
や
質
問
な
ど
が
あ
っ
た
ら
、

お
気
軽
に
学
校
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

身
体
計
測
や
健
康
診
断
な
ど
が
始
ま
り
ま
す

４
月
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
小
・
中
学
校
で
は
、

身
体
計
測（
身
長
・
体
重
）、
内
科
検
診
、
眼

科
検
診
、
耳
鼻
科
検
診
、
歯
科
検
診
、
腎
臓

検
診
、
心
臓
検
診
、
脊
柱
側
わ
ん
症
検
査
、

貧
血
検
査
、
小
児
生
活
習
慣
病
健
診
な
ど
を

実
施
し
ま
す
。

学
校
か
ら
の「
保
健
だ
よ
り
」な
ど
の
通
信

紙
で
日
程
な
ど
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
健
康
診
断
の
当
日
、
体
調
を
崩
し
て

学
校
を
休
む
こ
と
の
な
い
よ
う
に
事
前
の
体

調
管
理
に
留
意
し
ま
し
�
う
。

﹁
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
﹂を
実
践
し
て
�

規
則
正
し
い
生
活
を
送
り
ま
し
�
う

基
本
は﹁
早
寝
・
早
起
き
﹂で
す

子
ど
も
の
発
育
・
発
達
の
た
め
に
重
要
な

働
き
を
す
る
成
長
ホ
ル
モ
ン
は
、
睡
眠
中
に

分
泌
さ
れ
ま
す
。
子
ど
も
に
と
っ
て
、
大
切

な
も
の
は「
十
分
な
睡
眠
」で
す
。

①
就
寝
時
間
を
決
め
ま
し
�
う
。（
就
寝
時

間
が
き
た
ら
、
布
団
に
は
い
り
横
に
な
る

習
慣
を
つ
け
る
の
が
大
事
で
す
）

②
や
わ
ら
か
す
ぎ
な
い
寝
具
を
使
い
ま
し
�

う
。（
天
気
の
よ
い
日
に
、
２
〜
３
時
間

干
す
だ
け
で
十
分
で
す
）

朝
ご
は
ん
を
し
�
か
り
食
べ
ま
し
�
う
。

朝
食
を
し
っ
か
り
食
べ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
気
持
ち
よ
く
一
日
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
脳
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
補
給
し
、
睡

眠
中
に
下
が
っ
た
体
温
を
上
昇
さ
せ
、
い
き

い
き
と
活
動
を
は
じ
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
最
近
、「
時
間
が
な
い
」「
食
欲
が
な
い
」

な
ど
の
理
由
で
朝
食
を
食
べ
な
い
子
ど
も
が

増
え
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
毎
朝
の
体
調
管
理
の
た
め
に

も
、
保
護
者
が
朝
食
を
一
緒
に
と
る
こ
と
は

大
切
で
す
。 

●
問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
課
保
健
係

 

　
　
　
（
☎
内
線
２
４
２
５
）

■
新
し
い
年
度
が

 

始
ま
り
ま
し
た
！

保育園は子育て中のすべての人を応援しています。
■４月20日㈰子どもおまつり広場

研究会会員・ブログ募集中！ http://www.hpmz.jp/
■日向ポータルサイト「きてん日向」
 Web サイトオープン！
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
み
な
さ
ん
の
近
所
の
若
者
や
職
場

の
ホ
ー
プ
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
紹
介
し
た
い
人
が
い
ま
し

た
ら
、
総
務
課
秘
書
広
報
係（
☎
内
線
２
２
３
５
）ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
自
薦
、
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

　

ご
連
絡
を
い
た
だ
い
た
人
は
、
広
報
担
当
が
写
真
を
撮
り

に
う
か
が
い
ま
す
。

市役所は☎ 52-2111・東郷町地域自治センターは☎ 69-2111

焼酎蔵の見学に来ませんか？
道の駅とうごうの近くにある㈱富乃露酒造店で
焼酎を製造しています。おすすめの銘柄は「ひゅ
うがあくがれ 東郷 大地の夢」。地元で育てられ
た新品種の芋「ダイチノユメ」を使って黒麹で仕
込みました。甘い香りと奥深いコクが自慢です。
がむしゃらにがんばる。いつも心がけています。

甲斐　崇
たかのり

納 さん（24 歳：曽根）

海を見ながらお食事しませんか？
休日は、ショッピングに出かけたり、ゆっくり
気ままに過ごしたりしています。私が働く「レス
トラン潮音」は日向サンパーク温泉お舟出の湯に
あります。春の行楽シーズン到来。４月限定さ
くら御膳やお舟出セットなど、多彩なメニュー
を取り揃えています。ぜひお立ち寄りください。

椎葉　彩
あ や か

華 さん（27 歳：財光寺）

日本人の正直さや
親切心にびっくり (^^)!

春
と
い
え
ば
、
や
っ
ぱ
り

お
花
見
で
す
ね
ô̂
。
こ
の
時

期
、
さ
く
ら
が
大
好
き
な
私

は
、
い
ろ
ん
な
さ
く
ら
の
名

所
を
回
る
の
に
大
忙
し
！

皆
さ
ん
も
お
花
見
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
か
？

今
月
は
、
私
が
日
本
で
感

心
し
た
出
来
事
に
つ
い
て
書

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
の
お
正
月
休
み
の

間
、
姉
や
友
達
と
一
緒
に
宮

崎
の
ジ
�
ス
コ
に
映
画
を
観

に
行
っ
た
時
の
こ
と
で
す
。

私
は
帰
り
に
マ
フ
ラ
ー
を
忘

れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま

し
た
。
お
店
に
電
話
し
て
聞

い
て
み
よ
う
と
思
っ
た
ら
、

「
か
け
て
も
無
駄
だ
よ
！
絶

対
見
つ
か
ら
な
い
っ
て
！
」

と
、
ま
わ
り
の
み
ん
な
に
笑

わ
れ
ま
し
た
。
私
は
、
そ
れ

で
も
あ
き
ら
め
き
れ
ず
、
２

日
後
、
電
話
番
号
を
調
べ
て

電
話
し
て
み
ま
し
た
。

す
る
と
、
な
ん
と
奇
跡
み

た
い
に
私
の
マ
フ
ラ
ー
ら
し

い
忘
れ
物
が
あ
り
、
す
で
に

警
察
に
届
け
た
と
の
こ
と
。

数
日
後
、
ド
キ
ド
キ
し
な

が
ら
警
察
署
に
受
け
取
り
に

行
っ
た
ら
、
本
当
に
私
が
忘

れ
た
マ
フ
ラ
ー
で
し
た
。

ま
た
、
私
の
友
達
も
福
岡

で
財
布
を
な
く
し
ま
し
た
。

交
番
に
連
絡
し
て
警
察
署
に

行
っ
て
届
け
出
を
し
た
ら
、

1
週
間
後
、
財
布
が
見
つ
か

っ
た
と
連
絡
が
あ
っ
た
そ
う

で
す
。
し
か
も
、
大
事
な
書

類
や
お
金
も
全
部
そ
の
ま
ま

で
。日

本
は
な
ん
て
す
ば
ら
し

い
国
な
の
で
し
ょ
う
！
私
は

本
当
に
日
本
人
の
正
直
さ
や

親
切
さ
に
感
心
し
ま
し
た
。

な
ぜ
な
ら
、
外
国
で
物
や

財
布
を
な
く
し
て
も
、
見
つ

か
る
こ
と
は
ま
れ
で
、
も
し

財
布
が
見
つ
か
っ
て
も
、
お

金
が
残
っ
て
い
る
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
の
治
安
が
悪
く
な
っ

た
と
最
近
よ
く
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、「
ま
だ
ま
だ
捨
て

た
も
ん
じ
�
な
い
」と
思
っ

た
出
来
事
で
し
た
。

2008年３月9日 日曜日☁ Am11:00
ひょっとこマラソンに出場したよ。
タイムを計らない「ひょっとこの部」
だったから走ったり歩いたり。5㌔を
完走？歩！できてうれしかったです。

グレイス・ワン（文・写真）
ニュージーランドから来た
日向市国際交流員

このまちの人たち ー ボイス

　

教
師
に
な
り
た
い
。
自
分
の
目
で

見
た
世
界
を
い
つ
か
子
ど
も
た
ち
に

伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
ら

ー
。

　

尾
前
卓す

ぐ
るさ
ん（
写
真
中
央
）は
、
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
が
募
集
し
た
諸
外
国
で
の
野

球
の
技
術
指
導
な
ど
の
要
請
に
応
え

る
、
ス
ポ
ー
ツ
部
門
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
応
募
。
２
か
月
間
の
研
修
を
終
え
、

コ
ス
タ
リ
カ
共
和
国
の
サ
ン
ト
ド
ミ

ン
ゴ
野
球
協
会
へ
派
遣
さ
れ
た
。
現

地
で
は
、
チ
ー
ム
の
監
督
や
コ
ー
チ

へ
の
技
術
力
向
上
セ
ミ
ナ
ー
の
開

催
、
地
元
小
学
生
へ
の
野
球
指
導
な

ど
の
任
務
に
あ
た
る
。
任
期
は
２
年
。

　

応
募
を
決
意
し
た
の
は
２
年
前
。

「
若
い
と
き
に
し
か
で
き
な
い
経
験
。

自
分
を
試
し
た
い
」と
両
親
へ
相
談

し
た
。「
行
っ
て
こ
い
」と
背
中
を
押

す
父
に
、
母
も
う
な
ず
い
た
。
そ
の

昔
、
父
も
独
身
の
こ
ろ
海
外
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
夢
見
た
と
き
が
あ
っ
た
。

　

出
国
前
、
卓
さ
ん
は
両
親
に
、
こ

う
書
き
残
し
た
。「
若
く
し
て
姉
と

僕
と
二
人
の
子
ど
も
を
持
ち
、
苦
し

い
生
活
の
中
で
、
十
分
な
愛
情
を
注

ぎ
育
て
て
く
れ
た
両
親
に
は
本
当
に

感
謝
し
て
る
。
二
人
が
誇
れ
る
息
子

に
な
る
よ
う
が
ん
ば
っ
て
く
る
」と
。

　

生
ま
れ
て
初
め
て
の
海
外
。
卓
さ

ん
は
愛
用
の
バ
ッ
ト
を
持
っ
て
３
月

25
日
、
日
本
か
ら
見
て
地
球
の
反
対

側
、
南
米
コ
ス
タ
リ
カ
、
ラ
テ
ン
の

地
へ
飛
び
立
っ
た

ー
。

青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て
�
コ
ス
タ
リ
カ
共
和
国
へ

南
米
ラ
テ
ン
の
地
で

ー
�

子
ど
も
た
ち
に
野
球
を
指
導

尾前 卓
すぐる

 さん（23歳：曽根）
「卓」という名は、大の巨人ファン
で野球好きの父がつけた。小学３
年生でソフトボールを始め中学、
高校、大学と野球部に所属。第27
回宮崎県大学野球リーグではチー
ムの優勝に貢献、最優秀選手賞に
も選ばれた。夢は教師になること。

青年海外協力隊とは･･･

JICA（独立行政法人国際協力機構）が
派遣する国際ボランティア。現在、
世界の開発途上国など77か国で約
2400人の隊員が、草の根レベルのボ
ランティア活動に奮闘している。

首都 サンホセ
人口 約430万人
面積 約5万㎢
言語 スペイン語
時差 約15時間

Republic of Costa Rica
コスタリカ共和国

Japan

Japan Overseas Cooperation Volunteers
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九
州
中
央
山
地
国
定
公
園
の

シ
�
ク
ナ
ゲ
の
群
生
地
と
し
て

知
ら
れ
る
扇
山（
１
、
６
６
１

�
）
は
、
昭
和
54
年
の
宮
崎
国

体
で
山
岳
競
技
会
場
と
し
て
選

定
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、
白
岩

山
を
結
ぶ
縦
走
コ
ー
ス
は
、
県

内
外
の
多
く
の
登
山
愛
好
者
に

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
時
期
に
見
ご
ろ
を
迎
え

る
シ
�
ク
ナ
ゲ
の
林
を
抜
け
る

と
そ
こ
は
山
頂
。
頂
上
か
ら
は

久
住
山
、
由
布
岳
、
祖
母
か
ら

傾
連
山
、
大
崩
山
、
阿
蘇
山
な

ど
九
州
の
高
山
の
ほ
と
ん
ど
を

眺
望
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
扇
山
の
山
開
き
に
参
加

し
て
、
新
緑
と
シ
�
ク
ナ
ゲ
の

花
が
織
り
な
す
癒
し
の
風
景
を

楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

と
き　

５
月
11
日
㈰

と
こ
ろ　

扇
山
松
木
側

　
　
　
　

登
山
道
入
り
口

受
付
＝
午
前
９
時
30
分
〜

登
山
＝
午
前
10
時
30
分
〜

山
頂
祭
＝
正
午（
記
念
品
贈
呈
・

宝
探
し
）　

解
散
＝
午
後
３
時

問
い
合
わ
せ

椎
葉
村
観
光
協
会

☎
０
９
８
２—

67—

３
１
３
９

 

平
成
17
年
９
月
に
来
襲
し
た
台
風
14

号
。
耳
川
氾
ら
ん
で
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
地
域
の
ひ
と
つ
、
福
瀬
区
広

瀬
で
は
水
防
災
対
策
特
定
河
川
事
業

で
家
屋
の
か
さ
上
げ
が
完
了
。
自
治

会
活
動
の
拠
点
や
避
難
所
と
な
る
公

民
館
も
整
備
し
ま
し
た
。
３
月
8
日

の
落
成
式
で
は
天
翔
獅
子
が
地
域
の

安
全
を
祈
願
。
住
民
を
代
表
し
て
岩

本
義
信
さ
ん
が「
多
く
の
関
係
者
に

感
謝
。
自
助
・
共
助
の
精
神
で
地
域

を
発
展
さ
せ
よ
う
」と
述
べ
ま
し
た
。

第
40
回
日
向
市
自
治
公
民
館
振
興
大

会
が
３
月
8
日
、
中
央
公
民
館
で
開

か
れ
ま
し
た
。「
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

に
至
る
自
治
公
民
館
活
動
」を
大
会

テ
ー
マ
に
各
地
区
か
ら
約
３
０
０
人

が
参
加
。
自
治
公
民
館
活
動
を
積
極

的
に
推
進
し
た
18
人
と
優
良
公
民
館

報
を
発
行
し
た
４
つ
の
自
治
公
民
館

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
中
学
生
の
意

見
発
表
や
民
謡
、
独
唱
・
演
奏
な
ど

の
披
露
も
あ
り
、
地
域
や
世
代
間
の

絆
を
深
め
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

JR
日
向
市
駅
西
口
駅
前
広
場
ロ
ー
タ

リ
ー
完
成
を
記
念
し
て
、
市
が
募
集

し
た「
将
来
の
自
分
や
家
族
な
ど
、
大

切
な
人
に
宛
て
た
未
来
へ
の
手
紙
」。

全
９
６
４
通
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

３
月
9
日
に
開
い
た
完
成
記
念
イ
ベ

ン
ト
で
、
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
に
封
入
。

集
ま
っ
た
多
く
の
差
出
人
の
手
で
ロ

ー
タ
リ
ー
中
央
の
芝
生
下
に
埋
め
ら

れ
ま
し
た
。
市
制
70
周
年
を
迎
え
る

13
年
後
の
２
０
２
１
年
に
開
封
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
宛
先
に
発
送
し
ま
す
。

第
14
回
日
向
ひ
ょ
っ
と
こ
マ
ラ
ソ
ン

in
日
向
岬
が
３
月
9
日
、
開
か
れ
ま

し
た
。
お
倉
ケ
浜
総
合
運
動
公
園
を

ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
の
６
種
目
に
県

内
外
か
ら
１
、４
６
４
人
が
出
場
。
海

沿
い
の
コ
ー
ス
で
健
脚
を
競
い
ま
し

た
。
２
６
０
人
を
超
え
る
当
日
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
98
の
団
体
な
ど
の
協
賛

で
運
営
さ
れ
た
今
大
会
。
70
歳
以
上

の
参
加
も
26
人
い
て
最
高
齢
は
92
歳

村
本
覚
さ
と
る

さ
ん（
大
王
谷
）。
遠
く
は
北

海
道
か
ら
の
参
加
も
あ
り
ま
し
た
。

■春の日向路を駆ける

■耳川河川改修順調に

■地域の絆
きずな

を大切に

■タイムカプセルを埋設

あ
の
ま
ち

こ
の
ま
ち
情
報

椎
葉
村

２
０
０
８
年

扇お
う
ぎ
や
ま山
山
開
き

�
育
て
よ
う 
心
癒い

や
す

冠
岳
ふ
る
さ
と
千
年
の
森
�

合
併
２
周
年
記
念
市
民
植
樹
祭

合
併
２
周
年
記
念
市
民
植
樹
祭

合
併
２
周
年
記
念
市
民
植
樹
祭

祝

新
市
誕
生
2
周
年
を
記
念

し
て
、「
冠
岳
ふ
る
さ
と

千
年
の
森
」市
民
植
樹
祭
が
２
月

24
日
、
東
郷
町
冠
岳
ふ
る
さ
と

千
年
の
森
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
森
は
、
以
前
か
ら
旧
東

郷
町
で
、
そ
の
保
護
が
条
例
で

定
め
ら
れ
て
き
た
１
３
６.

13
�

の
森
林
で
す
。
合
併
時
に
新
市

に
引
き
継
が
れ
、
樹
木
の
伐
採
や

植
物
お
よ
び
鉱
物
の
採
取
な
ど

が
条
例
で
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

植
樹
祭
で
は
、
参
加
し

た
約
４
５
０
人
の
市
民
が

ス
コ
ッ
プ
を
手
に
次
々
と

森
へ
入
り
、
約
２
�
に
ヤ

マ
ザ
ク
ラ
な
ど
の
広
葉
樹

５
種
３
、
０
０
０
本
の
苗

木
を
植
栽
。
千
年
継
承
と

い
う
、
超
長
期
的
な
森
林

保
全
活
動
の
ひ
と
と
き
を

楽
し
み
ま
し
た
。

冠
岳
ふ
る
さ
と
千
年
の
森

森
林
公
園

条
例
第
60
号

日
向
市
森
林
公
園
条
例

第
2
条

ふ
る
さ
と
の
豊
か
な
自
然

環
境
を
保
全
し
、
森
林
の

も
つ
多
様
な
機
能
と
そ
の

大
切
さ
を
提
唱
す
る
と
と

も
に
、
市
民
の
交
流
促
進

及
び
心
身
の
健
康
増
進
に

寄
与
す
る
た
め
、
森
林
公

園
を
設
置
す
る
。

〜
一
部
抜
粋
〜

こ
の
条
例
は
、
平
成
18
年

2
月
25
日
か
ら
施
行
す
る
。

ふるさと千年の森

　

午
後
は
東
ル
ー
ト
登
山
道
入

り
口
で
あ
っ
た
山
開
き
神
事
の

後
、
標
高
４
３
８
�
の
山
頂
を

目
指
し
１
３
０
人
が
登
山
。
東

郷
町
の
シ
ン
ボ
ル「
冠
岳
」
の
頂

か
ら
、
ふ
る
さ
と
日
向
市
の
眺

望
を
満
喫
し
ま
し
た
。
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生
産
者
を
募
集
し
ま
す
。

面
積
基
準　

市
内
の
ほ
場
で
あ
れ
ば
、

特
に
面
積
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

農
薬
基
準　

作
物
に
よ
り
異
な
る
。

手
続　

認
証
申
請
書
、
年
間
栽
培
計

画
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

認
証　

計
画
書
な
ど
を
も
と
に
現
地

調
査
を
し
て
認
証
を
審
査
し
ま
す
。

助
成
制
度　

認
証
さ
れ
た
ほ
場
に
堆

肥
を
散
布
す
る
場
合
な
ど
に
、
資
材

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

販
売　

生
産
さ
れ
た
農
産
物
に
は
認

証
シ
ー
ル
を
貼
り
、
道
の
駅「
と
う
ご

う
」な
ど
で
販
売
が
で
き
ま
す
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

環
境
保
全

型
農
業
推
進
協
議
会
事
務
局
＝
東

郷
町
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー（
☎
69

－

３
９
０
２
）

　

広
く
市
民
か
ら
公
募
す
る
ま
ち
づ

く
り
事
業
を
審
査
す
る
、
審
査
会
委

員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

業
務
内
容　

審
査
会
で
は
、
応
募
の

あ
っ
た
事
業
を
審
査
基
準
に
基
づ
き

事
業
を
審
査
し
、
補
助
金
を
交
付
す

る
団
体
の
選
考
や
補
助
金
の
査
定
を

行
い
市
長
に
報
告
し
ま
す
。

会
議
回
数　

年
6
回
程
度
。
※
場
合

に
よ
っ
て
は
開
催
回
数
が
増
え
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

募
集
人
員　

２
人
程
度

任
期　

２
年

応
募
資
格　

①
市
内
に
住
民
登
録
を

し
て
い
る
人 

②
ま
ち
づ
く
り
に
関
心

の
あ
る
人 

③
平
成
20
年
４
月
１
日
現

在
、
年
齢
が
満
20
歳
以
上
で
あ
る
人
。

15

応
募
締
切　

４
月
15
日
㈫

応
募
方
法　

市
民
協
働
課
に
備
え

る
申
込
書（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）で
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。

選
任
方
法　

募
集
人
員
を
超
え
た
場

合
は
、
男
女
比
率
、
年
齢
構
成
な
ど

に
よ
り
選
考
し
ま
す
。

謝
金
・
旅
費　

市
の
基
準
に
よ
り
１

時
間
２
、０
０
０
円
、１
日
５
、０
０
０

円
、
お
よ
び
旅
費
実
費
相
当
額
を
支

給
し
ま
す
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

市
民
協
働

課（
☎
内
線
２
８
５
３
）

　

家
庭
教
育
学
級
、
高
齢
者
学
級
、

女
性
学
級
生
を
募
集
し
ま
す
。
仲
間

同
士
で
集
い
、
自
主
的
な
活
動
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
５
月
に
開
設
希
望

者
へ
の
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

学
習
期
間　

６
月
か
ら
翌
年
３
月（
月

１
回
程
度
活
動
）

活
動
内
容　

自
主
的
に
計
画
し
た
自

己
研
鑽
、
地
域
づ
く
り
な
ど
に
つ
な

が
る
よ
う
な
学
習
活
動
。

家
庭
教
育
学
級　

対
象
＝
小
・
中
学

校
、
幼
稚
園
等
単
位
の
保
護
者
な
ど
。

高
齢
者
学
級　

対
象
＝
地
域
で
の
仲

間
同
士
、
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
な
ど
。

女
性
学
級　

対
象
＝
自
治
公
民
館
女

性
部
、
地
域
の
女
性
グ
ル
ー
プ
な
ど
。

※
市
の
補
助
金
制
度（
開
設
定
数
あ

り
）が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課（
☎

53

－

６
８
６
７
）

　

牧
水
の
里
の
つ
つ
じ
祭
り
は「
み
や

ざ
き
フ
ラ
ワ
ー
フ
�
ス
タ
２
０
０
８
」

の
県
北
会
場
で
す
。
色
鮮
や
か
な
７

種
類
、
約
３
万
本
の
つ
つ
じ
が
満
開
。

　

穏
や
か
な
春
の
ひ
と
と
き
を
家
族

み
ん
な
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

と
き　

４
月
20
日
㈰　

午
前
10
時
か

ら
午
後
３
時

と
こ
ろ　

東
郷
町
坪
谷　

牧
水
公
園

内
容　

２
０
０
８
み
や
ざ
き
花
の
女

王
に
よ
る
花
の
苗
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
各

種
演
芸
ス
テ
ー
ジ
、
テ
ン
ト
村
、
地

場
産
品
販
売
、
も
ち
ま
き（
賞
品
引
換

券
付
）、
花
馬
車
、
乗
馬
体
験
、 

ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
教
室
、
野
点
な
ど
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

同
実
行
委

員
会
事
務
局（
☎
69

－

３
９
０
０
）

市役所は☎ 52-2111・東郷町地域自治センターは☎ 69-2111

催　

し

４
月
20
日
㈰

牧
水
の
里
の
つ
つ
じ
祭
り

市
民
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業

審
査
会
委
員
を
募
集
し
ま
す

　

宮
崎
県
産
業
別
最
低
賃
金
が
次
の

と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

区
分
ご
と
の
効
力
発
生
日
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

　

宮
崎
県
最
低
賃
金
に
つ
い
て
は
、

平
成
19
年
10
月
27
日
か
ら「
時
間
額

６
１
９
円
」に
改
正
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
宮
崎
県
最
低
賃
金
は
、
業
種
・
年

齢
な
ど
に
関
係
な
く
県
内
の
事
業
所

で
働
く
臨
時
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ

ト
な
ど
を
含
め
た
全
て
の
労
働
者
に

適
用
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

宮
崎
労
働
局
賃
金

室（
☎
０
９
８
５

－

38

－

８
８
３
６
）

努
め
て
い
き
ま
す
。

償
還
の
効
果　

こ
れ
に
よ
り
次
の
と

お
り
、
毎
年
支
払
う
予
定
の
利
子
を

軽
減
で
き
る
ほ
か
、
市
債
残
高
を
削

減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

財
政
課（
☎
内
線

２
３
３
８
）

と
き　

5
月
3
日
㈯　

時
間
＝
午
前

11
時
か
ら
正
午（
予
定
）。 

と
こ
ろ　

日
向
警
察
署
講
堂（
別
棟
）

内
容　

採
用
試
験
内
容
の
説
明
、
個

別
の
質
疑
応
答
、
相
談
な
ど

参
加
要
件　

受
験
資
格
者（
高
校
・
大

学
に
在
学
中
の
人
は
資
格
の
有
無
に

関
わ
ら
ず
参
加
可
）

※
保
護
者
の
み
参
加
も
自
由
。

採
用
試
験
受
験
資
格（
予
定
）

・
警
察
官
A
�
女
性
警
察
官
A（
大
卒

程
度
）／
平
成
21
年
3
月
末
日
ま
で
に

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学（
短
大

を
除
く
）を
卒
業
、
も
し
く
は
卒
業
見

込
み
の
人
で
、
昭
和
54
年
4
月
2
日

以
降
に
生
ま
れ
た
人
。

・
警
察
官
B
�
女
性
警
察
官
B（
短
大
・

高
卒
程
度
）／
①
昭
和
56
年
4
月
2
日

か
ら
平
成
3
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の

人
で
、
警
察
官
A
・
女
性
警
察
官
A

の
受
験
資
格
を
有
す
る
人
を
除
く
。

●
問
い
合
わ
せ　

日
向
警
察
署 

警
務

課（
☎
53

－

０
１
１
０
）

電
柱
の
上
の
カ
ラ
ス
の
巣
を
�
見
つ
け

た
ら
�
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
�

　

２
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
電
柱
上

へ
の
カ
ラ
ス
の
巣
作
り
が
活
発
に
な

り
ま
す
。
カ
ラ
ス
の
巣
作
り
は
針
金

な
ど
の
金
属
を
使
用
す
る
こ
と
も
あ

る
た
め
、
各
地
で
停
電
事
故
な
ど
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
事
故
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
、
営
巣
活
動
な
ど
を
見
か

け
ま
し
た
ら
、
九
州
電
力
ま
で
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

こ
い
の
ぼ
り
が
電
線
に
か
か
っ
た
ら
�

速
や
か
に
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
�

　

４
、５
月
は
、
こ
い
の
ぼ
り
の
季
節

で
す
。
も
し
、
こ
い
の
ぼ
り
が
電
線

に
か
か
っ
た
場
合
に
は
、
電
柱
に
登

る
の
は
大
変
危
険
で
す
。
ま
た
、
竹

ざ
お
な
ど
で
取
る
行
為
は
、
感
電
事

故
や
停
電
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

　

こ
い
の
ぼ
り
が
電
線
に
か
か
っ
た

ら
、
速
や
か
に
九
州
電
力
ま
で
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

九
州
電
力
㈱
日
向

営
業
所（　

０
１
２
０

－

９
８
６

－

７
０
２
）

国
は
、
財
政
の
健
全
化
に
取
り
組

む
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
公
債
費

負
担
軽
減
対
策
と
し
て
、
公
的
資
金

補
償
金
免
除
繰
上
償
還
を
行
い
ま
す
。

市
は
、
こ
の
国
の
対
策
に
基
づ
き
、

市
債
の
削
減
に
向
け
て
、
高
利
率
の

市
債
の
繰
上
償
還
を
実
施
し
ま
す
。

繰
上
償
還
と
は　

借
り
入
れ
た
市
債

の
全
部
ま
た
は
一
部
を
、
返
済
す
る

期
限
を
繰
り
上
げ
て
返
済
す
る
こ
と

で
す
。
従
来
、
市
債
を
繰
り
上
げ
て

返
済
す
る
場
合
は
、
将
来
支
払
う
予

定
の
利
子
を
支
払
わ
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

補
償
金
免
除
と
は　

今
回
、
国
の
財

政
の
健
全
化
に
取
り
組
む
地
方
公
共

団
体
に
対
し
、
将
来
の
利
子
を
支
払

う
こ
と
な
く
市
債
の
繰
上
償
還
を
認

め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

償
還
の
概
要　

国
が
一
定
の
条
件（
実

質
公
債
費
比
率
・
経
常
収
支
比
率
な

ど
が
基
準
以
上
）を
満
た
す
地
方
公
共

団
体
を
対
象
に
、
19
年
度
か
ら
3
年

間
で
高
利
率（
5
％
以
上
）の
公
的
資

金（
旧
資
金
運
用
部
資
金
・
旧
簡
易
生

命
保
険
資
金
・
公
営
企
業
金
融
公
庫

資
金
）の
繰
上
償
還
を
認
め
る
も
の
で

す
。

償
還
の
財
源
は　

市
債
を
償
還
す
る

た
め
に
、
す
で
に
借
り
て
い
る
市
債

を
よ
り
低
利
の
市
債
に
借
り
換
え
る

借
換
債
な
ど
で
対
応
し
ま
す
。

 

市
は
、
今
後
と
も
財
政
の
健
全
化
に

お
知
ら
せ

　

近
年
、
幅
広
い
世
代
に
楽
し
め
る

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る

太
極
拳
の
初
心
者
教
室
を
開
き
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
人
、
ま
ず
は
体
験
し

て
み
た
い
人
な
ど
、
や
さ
し
く
指
導

し
ま
す
。
終
了
後
は
、
既
存
ク
ラ
ブ

の
紹
介
や
受
講
生
で
の
ク
ラ
ブ
発
足

を
支
援
し
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

と
き　

5
月
９
日
か
ら
7
月
11
日
、

毎
週
金
曜（
全
10
回
）。
時
間
＝
午
後

７
時
30
分
か
ら
９
時
ま
で
。

と
こ
ろ　

体
育
セ
ン
タ
ー
２
階

募
集
定
員　

20
人
程
度

参
加
料　

１
、０
０
０
円（
初
回
の
み
）

申
込
締
切　

4
月
25
日
㈮

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

申
込
方
法　

電
話
申
込
、
ま
た
は
郵

送
で
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番

号
を
明
記
し
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
現
在
他
の
教
室
な
ど
に
在

籍
し
て
い
る
人
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

日
向
太
極

拳
ク
ラ
ブ　

長
友
康
代  

〠
８
８
３

－

０
０
２
１　

財
光
寺
３
２
４
７「
カ

フ
�
レ
ス
ト
絵
本
の
森
」
☎
52

－

８
１
０
７
※
電
話
受
付
は
、
木
曜
を

除
く
午
前
9
時
か
ら
午
後
8
時
ま
で
。

　

有
機
肥
料
を
利
用
し
減
農
薬
・
減

化
学
肥
料
で
野
菜
な
ど
を
栽
培
す
る

募　

集

日向市のホームページアドレス　　  http://www.city.hyuga.miyazaki.jp/URL

5
月
3
日
㈯

日
向
警
察
署
就
職
説
明
会

市
債
の
削
減
に
向
け
て

公
的
資
金
の
繰
上
償
還

・一般会計（6％以上）
公共下水道事業
・特別会計（７％以上）
・水道会計（７％以上）

   合 計

約3億9600万円

約6億1600万円
約7億2600万円

約17億3800万円

繰上償還額

・一般会計（6％以上）
公共下水道事業
・特別会計（７％以上）
・水道会計（７％以上）

   合 計

約3500万円

約1億1000万円
約1億1300万円

約2億5800万円

繰上償還による効果額（利子軽減額）

九
州
電
力
㈱
か
ら
の

お
知
ら
せ
と
お
願
い
で
す

宮
崎
県
産
業
別
最
低
賃
金

改
正
の
お
し
ら
せ

最低賃金名 改正
時間額 効力発生日

宮崎県最低賃金 ※ 619円 平成19年10月27日

産
業
別
最
低
賃
金

肉製品、乳製品製造業 647円 平成19年12月29日

電気機械器具、情報通信機械器
具、電子部品、デバイス製造業 677円 平成19年12月29日

各種商品小売業 660円 平成19年12月26日

自動車（新車）小売業 689円 平成19年12月15日

環
境
保
全
型
農
業
の

生
産
者
を
募
集
し
ま
す

自
主
学
習
グ
ル
ー
プ

（
自
主
学
級
）を
募
集
し
ま
す

初
心
者
向
け
太
極
拳
教
室

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

▼「
広
報
ひ
�
う
が
」は
、
創
刊
当
初

か
ら
各
区
自
治
会
を
通
じ
お
届
け
す

る
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
ま
す
が
、

市
役
所
や
市
の
公
共
施
設
な
ど
に
も

配
備
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
の

金
融
機
関
や
ス
ー
パ
ー
・
コ
ン
ビ
ニ

な
ど
に
も
置
か
せ
て
い
た
だ
き
、
市

民
の
皆
さ
ん
へ
の
配
布
に
ご
協
力
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
な
お
、
広
報
ひ

�
う
が
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
ご
活
用

く
だ
さ
い
。
紙
面
や
配
布
に
関
す
る

ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
総
務
課

秘
書
広
報
係（
☎
内
線
２
２
３
５
）ま

で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　　　

●問い合わせ　総務課秘書広報係（☎内線2235）

A. 毎月1回発行している「広報ひゅうが」は、DTP方式といって、市役所内で
パソコンを使用し文書作成や写真・図表のレ
イアウトを行い、印刷会社へデータを持ち込
んでいます。印刷会社は、このデータを印刷
して納品します。この一連の作業の大半を行
政が行っているため、製作費用を抑えること
ができています。平成19年度（19年5月号から
20年4月号）の発行実績でいうと、一部あたり
の印刷経費は約25.2円です。毎年、年度当初
に印刷業務を行う印刷会社を競争入札で決定
しています。紙の厚さですが、年度当初に印刷
業務を落札した印刷会社が、この紙を大量に
発注し、年間を通じ使っていることから安価
に仕上げることができます。年度途中に、こ
の用紙を変更することで、逆に価格が上昇す
ることも考えられます。経費の問題もありま
すが、多少の水気などでも破損しないことな
どを考慮して、現在の用紙を使用しています。

Q.「広報ひゅうが」の紙は、厚く
てもったいないと思います。

経費削減のために、紙質はもっと薄
くても良いのではないでしょうか ?
平成20年2月実施した読者アンケートご意見から

広聴広聴
いただいた疑問や
ご意見に答えます
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＊
社
協
＝
社
会
福
祉
協
議
会

相 談 日 程
■
行
政
相
談

と　

き　

４
月
16
日
㈬

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

社
協
東
郷
支
所

■
法
律
相
談（
☎
要
予
約
）

と　

き　

４
月
10
日
㈭

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

社
会
福
祉
協
議
会

予
約（
☎
52

－
１
０
１
０
）

■
年
金
巡
回
相
談

と　

き　

４
月
24
日
㈭

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

青
少
年
ホ
ー
ム

■
障
が
い
者
・
難
病
者
相
談

と　

き　

４
月
９
日
㈬

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

障
害
者
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
☎
52

－

５
４
３
４
）

■
介
護
保
険
の
説
明
会

と　

き　

４
月
21
日
㈪

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー　

問
い
合
わ
せ　

高
齢
者
あ
ん
し
ん
課

介
護
保
険
係（
☎
内
線
２
１
７
６
）

■
女
性
に
よ
る
女
性
の
た
め
の
相
談

方　

法　

電
話
ま
た
は
面
接
相
談

と　

き　
（
月
、
火
、
木
、
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

推
進
ル
ー
ム「
さ
ん
ぴ
あ
」

　
　
　
　
（
☎
55

－

１
６
６
０
）

■
青
少
年
相
談

方　

法　

電
話
ま
た
は
面
接
相
談

と　

き　

毎
週 

火
〜
金
曜
日

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

対　

象　

幼
児
、
小
・
中
・
高
校
生
、

　
　
　
　

青
年
な
ど

と
こ
ろ　

市
教
育
相
談
室

　
　
　
　
（
☎
54

－

８
１
８
１
）

■
宮
崎
県
ふ
る
さ
と
就
職
説
明
会

　

県
は
、
人
材
を
求
め
る
企
業
と

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
希
望
者
、
新

規
学
卒
予
定
者
の
ふ
る
さ
と
で
の

就
職
を
応
援
す
る
た
め
、
宮
崎
県

ふ
る
さ
と
就
職
説
明
会
を
、
次
の

県
外
３
会
場
で
開
き
ま
す
。

・
４
月
19
日
㈯

　

東
京
会
場
／
都
道
府
県
会
館

・
５
月
10
日
㈯

　

福
岡
会
場
／
天
神
ビ
ル

・
５
月
24
日
㈯

　

大
阪
会
場
／
大
阪
駅
前
第
３
ビ
ル

※
３
会
場
と
も
時
間
は
、
午
後
１

時
か
ら
４
時
ま
で
（
受
付
は
正
午

か
ら
）。
事
前
申
し
込
み
は
不
要

で
参
加
料
も
無
料
で
す
。

　

開
催
場
所
や
参
加
企
業
な
ど
の

詳
細
は
宮
崎
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

宮
崎
県
労
働
政
策

課
（
☎
０
９
８
５

－

26

－

７
１
０
９
）

ス ポ ー ッ

　

㈶
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
は
、
平

成
20
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

の
受
付
を
始
め
ま
し
た
。

　

子
ど
も
会
や
運
動
ク
ラ
ブ
、
文

化
・
地
域
団
体
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
地
域
活

動
な
ど
を
行
う
5
人
以
上
の
社
会

教
育
団
体
が
加
入
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
家
族
だ
け
で
活
動
す
る

団
体
や
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
、
営
利

活
動
を
目
的
と
す
る
団
体
は
加
入

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
団
体
向
け
に
、
個
人
活

　

市
は
、
体
育
指
導
委
員
と
と
も

に
年
齢
や
体
力
に
応
じ
て
誰
も
が

参
加
し
や
す
い
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

の
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
近
年
、
テ
ニ
ス
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
な
ど
を
ミ
ッ
ク
ス
し

た「
ミ
ニ
テ
ニ
ス
」は
、
競
技
人
口

が
増
加
中
で
、
昨
年
開
い
た
ス
ポ

ー
ツ
教
室
に
は
約
40
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
誰
も
が
手
軽
に
楽
し
め

る
の
が
最
大
の
魅
力「
ミ
ニ
テ
ニ

ス
」。
次
の
と
お
り
ミ
ニ
テ
ニ
ス

教
室
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

と
き　

５
月
12
日
か
ら
６
月
9
日
、

毎
週
月
曜
日（
全
３
回
）。
時
間
＝

午
後
7
時
30
分
か
ら
9
時
30
分
。

と
こ
ろ　

市
体
育
セ
ン
タ
ー

定
員　

50
人
程
度

参
加
料　

無
料

申
込
締
切　

５
月
２
日
㈮

申
込
方
法　

氏
名
・
年
齢
・
性
別
・

電
話
番
号（
主
に
連
絡
が
と
れ
る

も
の
）に
つ
い
て
、
次
の
申
込
先

ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

文
化

ス
ポ
ー
ツ
課（
☎
53

－

４
７
９
１
、

　

56

－

０
０
１
８
、　

b
u
n
ka@

hyugacity.jp
）

■
ミ
ニ
テ
ニ
ス
教
室

　

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

動
ま
で
保
証
す
る
制
度（
子
ど
も

ワ
イ
ド
保
険
）も
あ
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
加
入
し
て
、
万
が
一
の
け

が
や
賠
償
責
任
な
ど
の
事
故
に
備

え
ま
し
ょ
う
。

　

掛
金
は
、
子
ど
も
の
団
体
が
1

人
年
額
５
０
０
円（
子
ど
も
ワ
イ

ド
保
険
は
１
、０
５
０
円
）、
老
人

ク
ラ
ブ
団
体
が
1
人
年
額
８
０
０

円
、
成
人
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
が
1

人
年
額
１
、５
０
０
円
で
す
。

　

保
険
内
容
の
詳
し
い
資
料
や
加

入
手
続
き
に
必
要
な
用
紙
は
、
文

化
ス
ポ
ー
ツ
課
、
ま
た
は
市
内
公

共
体
育
施
設
に
備
え
て
い
ま
す
。

　

加
入
を
希
望
す
る
人
は
必
要
事

項
を
記
入
し
、
掛
け
金
を
添
え
て

指
定
銀
行（
宮
崎
銀
行
）窓
口
で
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
20
年
度
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
加
入
手
続
き
が
で

き
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
で
名
簿
が
作

成
で
き
、
掛
け
金
の
払
い
込
み
が

コ
ン
ビ
ニ
で
24
時
間
可
能
で
す
。

ス
ポ
安
ね
っ
と　
　
　

h
ttp

s://

w
w

w
.spokyo.jp/spoannet.htm
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■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

㈶
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会　

宮
崎
県

支
部（
☎
０
９
８
５

－

55

－

３
１

３
６
）

■
備
え
て
安
心

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

環 境 問 題
■
ご
み
は
な
く
な
ら
な
い

■
問
い
合
わ
せ　

高
齢
者
あ
ん
し
ん
課
高
齢
者
福
祉
係

（
1
内
線
２
１
６
８
）

■
＠
＠
＠
＠
＠
＠
＠
＠

■
問
い
合
わ
せ

環
境
整
備
課
環
境
政
策
係

（
☎
53

－

２
２
５
６
）

河
川
環
境
監
視
モ
ニ
タ
ー
制
度

現
在
、
市
で
は
、
河
川
の
水
質

汚
濁
防
止
と
地
域
の
環
境
保
全
を

推
進
す
る
た
め
、
河
川
環
境
監
視

モ
ニ
タ
ー
制
度
に
基
づ
い
て
、
流

域
の
次
の
人
た
ち
に
モ
ニ
タ
ー
を

委
嘱
し
て
い
ま
す
。

①
庄
手
川　

江
藤
浪
次
郎
さ
ん

②
亀
崎
川　

川
野
芳
信
さ
ん

③
塩
見
川（
上
流
）佐
藤
力
さ
ん　

④
塩
見
川（
中
流
）矢
野
英
司
さ
ん

⑤
塩
見
川（
下
流
）日
髙
正
一
さ
ん

⑥
赤
岩
川　

黒
木
寿
さ
ん

⑦
耳
川（
下
流
）黒
木
東
さ
ん

⑧
石
並
川　

佐
々
木
寛
治
郎
さ
ん

⑨
耳
川（
鳥
川
か
ら
旧
東
郷
橋
）　

　

長
渡
誠
也
さ
ん

⑩
耳
川（
旧
東
郷
橋
か
ら
上
流
）

　

伊
東
征
男
さ
ん

⑪
坪
谷
川　

田
口
紘
一
郎
さ
ん

⑫
小
丸
川　

上
原
弘
行
さ
ん

　

モ
ニ
タ
ー
の
人
た
ち
に
は
、
地

域
の
河
川
の
現
状
や
汚
濁
状
況
を

監
視
し
、
そ
の
情
報
を
定
期
的
に

市
に
連
絡
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
河
川
環
境
保
全
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、
河
川
愛
護
思
想
の

普
及
や
啓
発
、
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
の
相
談
を
受
け
る
な
ど
の
活
動

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

家
庭（
台
所
）で
の
対
策

　

主
な
水
質
汚
濁
の
原
因
は
、
台

所
や
洗
濯
、
入
浴
な
ど
に
よ
る

生
活
排
水
で
、
各
家
庭
で
対
策
す

る
と
水
質
浄
化
に
大
変
効
果
的
で

す
。

　

普
段
何
気
な
く
流
し
て
し
ま
っ

て
い
る
、
米
の
と
ぎ
汁
、
野
菜
く

ず
、
食
器
を
洗
う
と
き
の
食
べ
も

の
か
す
や
ソ
ー
ス
な
ど
は
大
き
な

汚
濁
源
。
流
し
台
に
は
、
目
の
細

か
い
三
角
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
た

り
、
水
切
り
袋
を
使
用
し
た
り
し

て
、
調
理
く
ず
や
食
べ
残
し
を
流

さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

市
は
、
市
内
を
流
れ
る
12
河
川

28
か
所
で
、
定
期
的
な
水
質
調
査

を
実
施
し
河
川
の
汚
濁
状
況
を
監

視
し
て
い
ま
す
。

水
質
指
標
で
あ
る
水
素
イ
オ
ン

濃
度
、
溶
存
酸
素
濃
度
、
生
物
化

学
的
酸
素
要
求
量
、
大
腸
菌
群

数
、
浮
遊
物
質
な
ど
の
数
値
を
見

る
と
市
内
の
河
川
で
は
国
の
環
境

基
準
を
ほ
と
ん
ど
ク
リ
ア
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
一
部
河
川
で
は

季
節
的
に
基
準
を
超
え
る
時
期
も

あ
り
ま
す
。

■
河
川
の
水
質
汚
濁
を

　

監
視
し
て
い
ま
す

郷土の文化財を
訪ねて　　　⑲歴 史 探 訪

■
問
い
合
わ
せ　

高
齢
者
あ
ん
し
ん
課
高
齢
者
福
祉
係

（
1
内
線
２
１
６
８
）

■
＠
＠
＠
＠
＠
＠
＠
＠

■
問
い
合
わ
せ

教
育
総
務
課
文
化
財
係

（
☎
内
線
２
４
１
５
）

分
散
し
て
置
か
れ
て
い
て
、
ま
る

で
道
行
く
人
々
の
安
全
を
見
守
っ

て
い
る
か
の
よ
う
で
す
。

地
蔵
菩
薩
像
３
体
の
造
立
年

代
・
像
容
・
台
石
・
石
材
な
ど
は

い
ず
れ
も
同
じ
で
、
江
戸
時
代

の
宝
暦
10（
１
７
６
０
）年
に
小こ

は
ま浜

理り

へ

い

兵
衛
と
い
う
人
物
が
奉
納
し
た

も
の
で
す
。

１
体
目
の
地
蔵
は
、
庭
田
地
区

の
小
浜
に
あ
る
共
同
墓
地
に
あ
り

ま
す
。
理
兵
衛
に
つ
い
て
の
詳
細

は
不
明
で
す
が
、
理
兵
衛
の
墓
と

さ
れ
る
も
の
が
共
同
墓
地
に
あ

り
、
ま
た
小
浜
と
い
う
名
字
か
ら

も
、
こ
の
地
に
縁
あ
る
人
で
な
い

か
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

理
兵
衛
は
、
地
蔵
菩
薩
を
奉
納

し
た
だ
け
で
は
な
く
、
理
兵
衛
の

墓
と
い
わ
れ
る
墓
石
に
十
一
面
観

音
菩
薩
像
が
彫
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
も
、
仏
教
へ
の
信
心
が
あ
つ

か
っ
た
こ
と
も
う
か
が
え
ま
す
。

２
体
目
の
地
蔵
は
、
上
落
鹿
地

区
の
尾
根
筋
を
庭
田
へ
登
る
道
の

突
端
に
あ
り
ま
す
。
美
々
津
港
が

繁
栄
し
て
い
た
明
治
期
は
、
港
へ

荷
物
を
運
搬
す
る
人
馬
の
行
き
来

が
盛
ん
な
土
地
で
し
た
。

現
在
、
使
わ
れ
て
い
な
い
道
で

す
が
、
馬
の
蹄
ひ
づ
め
に
よ
っ
て
深
く
削

ら
れ
、
身
の
丈
以
上
の
深
い
道
が

今
も
な
お
残
っ
て
い
ま
す
。

３
体
目
の
地
蔵
は
、
庭
田
地
区

の
山
中
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
付
近

で
は
昭
和
20
年
の
終
戦
直
後
、
軍

が
廃
棄
し
た
爆
弾
に
よ
っ
て
、
３

人
の
学
童
が
亡
く
な
る
と
い
う
痛

ま
し
い
事
故
が
起
こ
り
ま
し
た
。

平
成
9
年
に
は
地
区
の
人
た
ち

の
手
に
よ
っ
て
、
そ
の
現
場
に
慰

霊
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
も
近
く
に
あ
る
地
蔵
菩
薩

と
と
も
に
地
域
の
人
た
ち
に
手
あ

つ
く
供
養
さ
れ
て
い
ま
す
。

東
郷
町
寺
迫
地
区
に
あ
る
地
蔵

菩
薩
像
３
体
は
、
市
の
文
化
財
と

し
て
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
蔵
菩
薩
は
、
六
道（
地
獄
・

餓
鬼
・
畜
生
・
修
羅
・
人
間
・
天

上
）を
回
っ
て
人
び
と
を
救
う
と

さ
れ
、
道
の
辻つ

じ

や
境
界
な
ど
に
置

か
れ
て
い
る
の
が
多
く
見
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
親
に
先
立
っ
た
子
ど

も
を
賽さ

い

の
河
原
で
救
う
と
も
い
わ

れ
、
昔
か
ら
庶
民
の
間
で
深
く
親

し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
指
定
の
像

は
、
今
も
建
立
当
時
の
道
沿
い
に

■
寺
迫
の
地じ
ぞ
う
ぼ
さ
つ

蔵
菩
薩
像

寺
迫
地
区
小
浜
の
地
蔵
菩
薩
像

納期限内に納めましょう
固定資産税		 １期
		 全期前納１〜４期

納期　４月 1 日　〜 ４月 30 日
（１期口座振替日　     ４月 25日）
（全期前納振替日　　  ４月 25日）

税の納期
環
境
整
備
課
に
よ
る
定
期
的
な
水
質
検
査

U
R
L



1819

	 人　口	 63,082	 人	 〈	＋	27	〉
	 男	 29,682	 人	 〈	ー		5	〉
	 女	 33,400	 人	 〈	＋	32	〉
	世帯数	 24,435	 世帯	 〈	＋	21	〉

	転　入	 149 人	 転　出	 116 人
	出　生	 59 人	 死　亡	 65 人
		面　積　	 	 	336.29km2

こ
ち
ら
編
集
室

佐藤 璃
り な

奈ちゃん
（江良）

那須 拓実ちゃん
（高砂）

市役所は☎ 52-2111・東郷町地域自治センターは☎ 69-2111

日曜在宅医の確認は☎ 53－1214 へ

日向市保育協議会
（☎ 53ー5857）

電話が続けてあった場合は、
テープの巻き戻しに数秒ほ
ど時間を要します。

テレホンサービス

●会場 日向市民健康管理センター ●問い合わせ ☎内線２１８４

～止まって確認！無事故に挑戦～

１月中の交通事故
	人身事故	 死亡	 負傷者	 物損事故
　31件	 0 人	 39 人	 108 件
	（－ 20）	（± 0）	（－ 21）	 （＋12）

日向市の人口と世帯（現住人口）
　含む外国人登録者／ H20.3.1 現在

乳
幼
児
健
診

●
３
か
月
児
健
診

日
時
／
４
月
４
日
㈮

　
　
　

４
月
25
日
㈮

対
象
／
平
成
20
年
１
月
生
ま
れ

●
７
か
月
児
健
診

日
時
／
４
月
22
日
㈫

対
象
／
平
成
19
年
９
月
生
ま
れ

●
１
歳
児
健
康
相
談

日
時
／
４
月
23
日
㈬

対
象
／
平
成
19
年
３
月
生
ま
れ

●
１
歳
６
か
月
児
健
診

日
時
／
４
月
17
日
㈭

対
象
／
平
成
18
年
９
月
生
ま
れ

●
３
歳
児
健
診

日
時
／
４
月
16
日
㈬

対
象
／
平
成
16
年
９
月
生
ま
れ

受
付
時
間

・
１
歳
６
か
月
児
・
３
歳
児

　

午
後
０
時
45
分
〜
１
時
15
分

・
３
か
月
児

　

午
後
０
時
45
分
〜
１
時

・
７
か
月
児

　

午
後
１
時
〜
１
時
30
分

・
１
歳
児
／
午
前
９
時
30
分
〜
10
時

※ 

母
子
健
康
手
帳
を
忘
れ
ず
に
。

昨
年
、
10
代
お
よ
び
20
代
の
若

者
の
間
で
、
麻
疹
が
流
行
し
た
こ

と
か
ら
、
同
一
年
代
が
集
団
で
生

活
し
、
麻
疹
・
風
疹
の
予
防
接
種

を
１
回
し
か
受
け
て
い
な
い
年
代

に
対
し
、
２
回
目
の
接
種
の
機
会

を
設
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
20
年
度
か
ら
５
年
間
の
期

限
付
き
で
、
麻
疹
と
風
疹
の
定
期

予
防
接
種
対
象
者
が
、
現
在
の

１
期（
１
歳
児
）、
２
期（
小
学
校

入
学
前
年
度
の
１
年
間
に
あ
た
る

人
）に
加
え
て
、
３
期（
中
学
１
年

生
）、
４
期（
高
校
３
年
生
）
に
拡

大
さ
れ
ま
す
。

な
ぜ
、
２
回
目
の
接
種
が
必
要
？

①
１
回
の
接
種
で
免
疫
が
つ
か
な

か
っ
た
人（
数
％
存
在
す
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
）に
免
疫
を
与

え
ま
す
。

②
１
回
の
接
種
で
免
疫
が
つ
い
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
の

時
間
の
経
過
と
と
も
に
免
疫
が

減
衰
し
た
人
に
、
再
び
刺
激
を

与
え
免
疫
を
強
固
な
も
の
に
し

ま
す
。

③
１
回
目
の
接
種
を
受
け
て
い
な

い
人
に
、
も
う
一
度
接
種
す
る

機
会
を
設
け
ま
す
。

平
成
20
年
度
の
３
・
４
期
の
接
種

対
象
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

３
期
対
象
者　

中
学
１
年
生
に
相

当
す
る
人（
平
成
７
年
４
月
２
日

か
ら
８
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

４
期
対
象
者　

高
校
３
年
生
に
相

当
す
る
人（
平
成
２
年
４
月
２
日

か
ら
３
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

※
対
象
者
に
は
、
案
内
を
個
別
に

通
知
し
ま
す
。
内
容
を
確
認
し
て

接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

予
防
接
種
表
は
、
４
月
中
に
各

区
自
治
会
を
通
じ
配
布
し
ま
す
。

予
防
接
種
の
実
施
医
療
機
関
な
ど

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
窓

口
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防

接
種
対
象
者
を
拡
大
！

　

主
な
生
活
習
慣
病
は
、
高
血
圧
、

糖
尿
病
、
高
脂
血
症
な
ど
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
共
通
の

原
因
と
な
る
の
が
、
内
臓
の
ま
わ

り
に
脂
肪
が
た
ま
る「
内
臓
脂
肪

型
肥
満
」と
い
わ
れ
る
状
態
で
す
。

　

内
臓
脂
肪
が
蓄
積
す
る
と
動
脈

硬
化
の
危
険
度
が
高
ま
り
、
心
筋

梗
塞
や
脳
梗
塞
に
か
か
り
や
す
く

な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
内
臓
脂
肪
型
肥
満

に
、
複
数
の
生
活
習
慣
病
が
合
併

し
て
い
る
状
態
を
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
い
い
ま
す
。

健
診
で
体
の
状
態
の
確
認
を
！

　

偏
食
や
食
べ
過
ぎ
、
喫
煙
、
運

動
不
足
な
ど
の
生
活
習
慣
の
積
み

重
ね
で
知
ら
な
い
間
に
進
行
す
る

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
。

　

今
年
度
か
ら
、
こ
の
メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し
た

新
し
い「
特
定
健
診
・
特
定
保
健

指
導
」が
始
ま
り
ま
す
。

　

40
〜
74
歳
を
対
象
に
メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
リ
ス
ク
の

有
無
を
調
べ
、
そ
の
程
度
に
応
じ

て
保
健
指
導
を
行
い
ま
す
。

　

自
分
の
体
が
ど
の
よ
う
な
状
態

な
の
か
を
知
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
健

診
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
健
診
の
案
内
は
、
加
入
し

て
い
る
医
療
保
険
者
か
ら
送
付
さ

れ
ま
す
。

　

市
民
に
よ
る
健
康
づ
く
り
意

識
の
向
上
な
ど
を
目
的
に
６
月
29

日
㈰
、
健
康
ま
つ
り
を
開
き
ま
す
。

　

午
後
の
部
で
は
、
ダ
ン
ス
な
ど

の
発
表
会
を
企
画
。
実
行
委
員
会

で
は
次
の
と
お
り
、
出
場
チ
ー
ム

を
募
集
し
ま
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
健
康
づ
く
り
を
目

的
に
ダ
ン
ス
な
ど
の
活
動
し
て
い

る
グ
ル
ー
プ
や
地
域
の
団
体
な

ら
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
日
ご
ろ
の

練
習
成
果
を
健
康
ま
つ
り
ス
テ
ー

ジ
で
披
露
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

第
13
回
健
康
ま
つ
り

と　

き　

６
月
29
日
㈰

と
こ
ろ　

市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

応
募
資
格　

10
人
以
上
の
団
体
。

※
申
込
多
数
の
場
合
、
各
団
体
の

出
演
時
間
を
調
整
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

応
募
締
切　

４
月
25
日
㈮

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

健
康

ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局
＝

市
役
所
健
康
づ
く
り
課（
☎
内
線

２
１
８
３
）

健 康 家 族 道 駅 探 検
■
メ
タ
ボ
リ
�
ク
シ
ン
ド

　

ロ
ー
ム
�
て
�
な
に
？

　

道
の
駅 

と
う
ご
う

鮎の甘露煮
 1 箱 1000 円から

清流耳川の伏流水を
利用し天然仕上げ

にこだわって育てた鮎
を軽く焼いて数時間煮
詰めて作ります。その
ままでも召し上がれま
すが、お湯につけるか
レンジで温めるとより
一層美味しく召し上が
れます。

道
の
駅 

日
向

■市民の皆さんへお得な情報です

＊お舟出とくトクカレンダー＊
※QRコード対応の携帯電話をお持ちの
人は、下のコードを読み取ると簡単にア
クセスすることができます。

■
お
舟
出
の
湯

　

４
月
イ
ベ
ン
ト
情
報
！

今
月
の
定
期
寄
席

　

４
月
12
日
㈯　

午
後
１
時
か
ら

ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
�
ト
講
習
会

　

４
月
13
日
㈰　

午
前
10
時
か
ら

・
募
集
定
員　

30
人

・
受
講
料　

２
、５
０
０
円

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
花
と
み
ど
り
の
日
向
サ
ン
パ
ー
ク

２
０
０
８
春
�
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス

ケ
�
ト
展

　

４
月
27
日
㈰
か
ら
５
月
11
日
㈰

　

温
泉
イ
ベ
ン
ト
広
場
周
辺

サービスの内容など
随時更新していま
す！どうぞご覧くだ
さい。 ４月の休館日

７日（月）、２１日（月）

■問い合わせ
日向サンパーク温泉
「お舟出の湯」まで。
☎ 56－3800
●営業時間
午前10時〜午後10時

URL http://ww2.wainet.ne.jp/~sunpark/
日向市ホームページからもアクセスできます。
URL

と
う
ご
う
の
農
産
物﹁
ク
レ
ソ
ン
﹂

別
名「
西
洋
ワ
サ
ビ
」と
呼
ば
れ

る
緑
黄
色
野
菜
の
ク
レ
ソ
ン
は
、

東
郷
町
の
一
部
の
地
域
で
栽
培
さ

れ
て
い
ま
す
。

原
産
地
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
。
肉
料

理
が
多
い
場
合
の
血
液
酸
化
防
止

や
、
抗
菌
作
用
に
も
効
果
が
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
市
場
開
催
日

　

毎
週
水
、土
、日
、祝
日

　

午
前
８
時
〜
午
後
５
時

■
問
い
合
わ
せ　

ふ
る
さ
と
味
工

房（
☎
68

－

３
０
７
０
）

クレソン料理
ふるさと市場で販売中

O

お

・

た

べ

て

ん

な

い

！

・T
A
B
E
T
E
N
N
A
I

道
の
駅
「
日
向
」　

情
報

■
出
場
チ
ー
ム
を
募
集
！

　

６
月
29
日
健
康
ま
つ
り

～メタボリックシンドロームの診断基準～
内臓脂肪型肥満（腹囲が男性85㌢以上、女性90㌢以上）
に加え、①から③の項目で2つ以上該当する場合。
①血圧高値

最高血圧が130mmHg 以上
または最低血圧が85mmHg 以上

②血中脂質異常
中性脂肪値が150mg/dl 以上、または
HDL コレステロール値40mg/dl 未満

③高血糖
空腹時血糖値が110 mg/dl 以上

20
年
度
予
防
接
種
表
を

配
布
し
ま
す
�

きれいな水が流れる
所だけにできる

といわれるクレソンは、
カルシウム、ビタミン、
食物繊維などを豊富に
含んでいます。クレソ
ン巻、きんぴら、サラダ、
おひたし、カンテンな
どの健康野菜料理をぜ
ひ一度ご賞味ください。

安全・安心
環境に優しい とうごう野菜

日
向
ひ
ょ
っ
と
こ
夏
祭
り
は
７
月
19
・
20

日
、
細
島
み
な
と
祭
と
連
携
し
て
開
か
れ

る
予
定
。
初
め
て
の
試
み
で
す
。
ほ
か
に

も
若
山
牧
水
没
後
80
年
記
念
事
業
な
ど
、

新
ネ
タ
は
十
分
。
海
も
山
も
元
気
。
さ
ぁ

気
分
新
た
に
、
新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

〈
さ
〉

▼
紹
介
し
ま
す
。
日
向
ひ
ょ

っ
と
こ
夏
祭
り
新
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
こ
ん
吉
く
ん
、
ひ
ょ
う

助
く
ん
、
お
か
め
ち
ゃ
ん
で

す
。
全
国
か
ら
応
募
の
あ
っ

た
３
１
８
点
の
中
か
ら
選
ば

れ
ま
し
た
。
横
浜
市
在
住（
22

歳
女
性
）フ
リ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー

の
作
品
。
今
夏
は
、
こ
の
３

人
が
大
活
躍
し
そ
う
な
予
感

▼
今
年
で
25
回
目
を
迎
え
る
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日本籍の客船で最大を誇る豪華客船「飛鳥Ⅱ」。３月
10日、朝もやの中、ゆっくりと巨大な船体（全長241

㍍）を現しました。寄港した細島工業港第１号岸壁は、
その姿を一目見ようと集まった多くの市民で、終日
にぎわいました。表紙写真は同日夕方、出港式にて。

日向市ホームページ 
URL http://www.city.hyuga.miyazaki.jp/
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